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第 1 章

最初にお読みください

Cisco IOS XE 16 に関する重要な情報

有効な 2つのリリース、Cisco IOS XE Release 3.7.0E（Catalystスイッチ用）および Cisco IOS XE
Release3.17S（アクセス/エッジルーティング用）が1つのバージョンとしての統合リリースCisco
IOS XE 16に展開されて（マージされて）、スイッチング/ルーティングポートフォリオに含ま
れる広範なアクセスおよびエッジ製品が盛り込まれた 1つのリリースが実現されています。

技術構成ガイドにある機能情報の表には、その機能がいつ導入されたかが記載されています。

その機能で他のプラットフォームがサポートされた時期については、記載されている場合もさ

れていない場合もあります。特定の機能がご使用のプラットフォームでサポートされているか

どうかを確認するには、製品のランディングページに掲載されている技術構成ガイドを参照

してください。ご使用の製品のランディングページに技術構成ガイドが表示されていれば、

その機能はプラットフォームでサポートされています。

（注）
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第 2 章

Cisco Discovery Protocol バージョン 2

Cisco Discovery Protocol（旧称 CDP）は、シスコデバイス上で動作する、メディア独立型かつ
ネットワーク独立型のレイヤ 2プロトコルです。このプロトコルにより、ネットワーキングア
プリケーションは直接接続された付近のデバイスに関して学習することができます。このプロト

コルによってシスコデバイスが検出されてその設定状態が特定され、異なるネットワーク層プ

ロトコルを使用するシステムが相互に学習できるようになることで、デバイスの管理が容易にな

ります。

ここでは、Cisco Discovery Protocolバージョン 2、およびその簡易ネットワーク管理プロトコル
（SNMP）での動作について説明します。

• 機能情報の確認, 3 ページ

• Cisco Discovery Protocolの使用に関する前提条件, 4 ページ

• Cisco Discovery Protocolの使用に関する制約事項, 4 ページ

• Cisco Discovery Protocolの使用について, 4 ページ

• Cisco Discovery Protocolバージョン 2の使用方法, 9 ページ

• Cisco Discovery Protocolバージョン 2の設定例, 18 ページ

• Cisco Discovery Protocolバージョン 2に関する追加情報, 19 ページ

• Cisco Discovery Protocolバージョン 2の機能情報, 21 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。

Cisco Discovery Protocol コンフィギュレーションガイド
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プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

Cisco Discovery Protocol の使用に関する前提条件
•インターフェイスがサブネットワークアクセスプロトコル（SNAP）ヘッダーをサポートし
ている必要があります。

Cisco Discovery Protocol の使用に関する制約事項
• Cisco Discovery Protocolは、シスコデバイス上でのみ動作します。

• Cisco Discovery Protocolは、フレームリレーマルチポイントサブインターフェイス上ではサ
ポートされません。

Cisco Discovery Protocol の使用について

VLAN Trunking Protocol; VLANトランキングプロトコル
VLANトランキングプロトコル（VTP）は、スイッチによって使用される検出技術です。スイッ
チは自身の管理ドメイン、コンフィギュレーションリビジョン番号、VLAN、および独自のパラ
メータをトランクポートでアドバタイズします。VTPドメインは、同じ VTPドメイン名を共有
する単一のデバイスまたは相互接続された複数のデバイスで構成されます。1つのスイッチは 1
つの VTPドメインにのみ属することができます。

Type-Length-Value フィールド
Type-Length-Value（TLV）フィールドは、Cisco Discovery Protocolアドバタイズメントに埋め込ま
れた情報ブロックです。アドバタイズメント内の情報はさまざまであり、必要に応じて、TLVフ
レームフォーマットを使用してアドバタイズメントを拡張できます。次の表でTLVの定義を要約
します。

表 1：Cisco Discovery Protocol バージョン 2 の Type-Length-Value の定義

定義TLV

受信デバイスと送信デバイスの両方のネットワークアドレス

が含まれます。

アドレス TLV

   Cisco Discovery Protocol コンフィギュレーションガイド
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定義TLV

CiscoDiscoveryProtocolを介してアプリケーション固有のTLV
を送信するメカニズムを提供します。

アプリケーション TLV

デバイスの機能を示すデバイスタイプを識別します（スイッ

チなど）。

機能 TLV

文字列形式のデバイス名を識別します。デバイス ID TLV

Cisco Discovery Protocolブロードキャストインターフェイス
のデュプレックス設定を示します。この情報は、ネットワー

クオペレータが隣接するネットワークデバイス間の接続の

問題を診断する際に使用します。

全二重/半二重 TLV

送信デバイスが IPパケットを転送できるネットワークプレ
フィックスのリストが含まれます。プレフィクスには、イン

ターフェイスプロトコルとポート番号が含まれます（Ethernet
1/0など）。

IPネットワークプレフィックス
TLV

Cisco Discovery Protocolを使用し、アクセスデバイス（ス
イッチまたはルータ）を通じてエンドポイントデバイスにロ

ケーションベースの情報を提供します。ロケーション TLV
では次の種類の情報を送信できます。

•都市ロケーション情報：住所情報および郵便情報を提供
します。たとえば、地名、番地、郵便番号などがありま

す。

• ELINロケーション情報：発信者のロケーション情報を
提供します。ロケーションは、緊急ロケーション識別番

号（ELIN）によって特定されます。ELINは、緊急通報
を現地の公安応答局（PSAP）にルーティングする電話
番号で、PSAPはこれを使用して緊急通報者にコール
バックすることができます。

Cisco Discovery Protocolによってエンドポイントデバイスに
ロケーションベース情報を提供するには、デバイスでロケー

ション TLVを設定しておく必要があります。ロケーション
TLVの設定の詳細については、『Using Link Layer Discovery
Protocol in Multivendor Networks』を参照してください。

ロケーション TLV

ロケーションサーバがネイバーデバイスに必要な情報を転

送するためのメカニズムを提供します。

ロケーションサーバ TLV

Cisco Discovery Protocol コンフィギュレーションガイド
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定義TLV

インターフェイス上の非タグ付きパケットに対して想定され

るVLANをインターフェイス単位で示します。CiscoDiscovery
Protocolは、インターフェイスのネイティブVLANを認識し
ます。

このフィールドは、IEEE 802.1Qプロトコルをサポートする
インターフェイスに対してのみ実装されます。

ネイティブ VLAN TLV

デバイスのハードウェアプラットフォームを識別します。た

とえば Cisco 4500などです。
プラットフォーム TLV

Cisco Discovery Protocolパケットが送信されるポートを識別
します。

ポート ID TLV

デバイスのソフトウェアリリース情報が含まれます。バージョン TLV

システムに設定された VLANトランキングプロトコル
（VTP）管理ドメイン名をアドバタイズします。この名前
は、ネットワークオペレータが隣接するネットワークノー

ドの VTPドメイン構成を確認する際に使用します。

VTP管理ドメイン TLV

Cisco Discovery Protocol
Cisco Discovery Protocolは、メディア独立型かつネットワーク独立型のレイヤ 2プロトコルであ
り、ネットワーキングアプリケーションで、直接接続された付近のデバイスに関して学習するた

めに使用されます。Cisco Discovery Protocolはデフォルトでイネーブルになっています。Cisco
Discovery Protocol用に設定された各デバイスは、メッセージを受信できるアドレスを 1つ以上ア
ドバタイズし、定期的なアドバタイズメント（メッセージ）を既知のマルチキャストアドレス

01:00:0C:CC:CC:CCに送信します。デバイスは、このアドレスをリッスンすることによって相互
に検出します。また、メッセージをリッスンすることにより、他のデバイス上のインターフェイ

スがアップまたはダウン状態になった時期を認識します。

アドバタイズメントには、存続可能時間情報が含まれます。この情報は、受信デバイスが Cisco
Discovery Protocol情報を廃棄するまでの保持時間の長さを示します。デフォルトで、シスコソフ
トウェアでサポートされている設定済みアドバタイズメントは、サブネットワークアクセスプロ

トコル（SNAP）ヘッダーをサポートするインターフェイス上で 60秒ごとに送信されます。シス
コデバイスは、Cisco Discovery Protocolパケットを転送しません。Cisco Discovery Protocolをサ
ポートしているシスコデバイスは、受信した情報をテーブルに保存します。このテーブル内の情

報はアドバタイズメントを受信するたびに更新されます。また、アドバタイズメントの送信に 3
回失敗したデバイスに関する情報は廃棄されます。
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CiscoDiscoveryProtocolアドバタイズメントに含まれる情報は、デバイスタイプおよびインストー
ルされているオペレーティングシステムのバージョンによって異なります。CiscoDiscoveryProtocol
で学習できる情報には次のようなものがあります。

•シスコデバイスで実行されている Cisco IOSバージョン

•デバイスのハードウェアプラットフォーム

•デバイス上のインターフェイスの IPアドレス

• Cisco Discovery Protocolをアドバタイズする、ローカル接続されているデバイス

•シスコデバイス上のアクティブなインターフェイス（カプセル化タイプを含む）

•ホスト名

•デュプレックス設定

• VLANトランキングプロトコル（VTP）ドメイン

•ネイティブ VLAN

Cisco Discovery Protocolバージョン 2は、バージョン 1よりさらにインテリジェントなデバイス
トラッキング機能を備えています。使用できる機能の 1つに、より迅速なエラー追跡を可能にす
る拡張レポートメカニズムがあります。これはネットワークダウンタイムの削減に役立ちます。

レポートされるエラーには、接続ポートのネイティブ VLAN ID（IEEE 802.1Q）の不一致や、接
続デバイス間のポートデュプレックス状態の不一致が含まれます。レポートされるエラーに関す

るメッセージが、コンソールまたはロギングサーバに送信される可能性があります。

showコマンドを使用して、ネイバーデバイスの VTP管理ドメインとデュプレックスモード、
Cisco Discovery Protocolに関連するカウンタ、接続ポートの VLAN IDに関する詳細な出力を取得
できます。

Cisco Discovery Protocol と SNMP との併用
Cisco Discovery Protocolと簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）を併用すると、ネットワー
ク管理アプリケーションはネイバーデバイスのデバイスタイプおよび SNMPエージェントアド
レスを学習できます。アプリケーションはこれらのネイバーデバイスにSNMPクエリーを送信す
ることもできます。

SNMP管理アプリケーションは、これらのデバイスの SNMPエージェントから Cisco Discovery
Protocolテーブルを取得することにより、プロトコルアドレスとネイバーデバイスのタイプを学
習します。ネットワーク管理モジュール（NMM）のSNMPエージェントをイネーブルにすると、
ネイバーデバイスが検出され、それらのデバイスに関する情報を含むローカルキャッシュが構築

されます。管理ワークステーションは、SNMP要求を送信して CISCO-CDP-MIBにアクセスする
ことにより、このキャッシュを取得できます。

ATM PVC の Cisco Discovery Protocol およびオンデマンドルーティングサポート
Cisco Discovery Protocolおよびオンデマンドルーティング（ODR）は、ATMポイントツーポイン
ト相手先固定接続（PVC）でサポートされます。ODRでは、CiscoDiscoveryProtocolを使用して、

Cisco Discovery Protocol コンフィギュレーションガイド
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ハブアンドスポークトポロジ内で IPアドレス情報が伝播されます。ODRがイネーブルになって
いると、スポークルータは Cisco Discovery Protocolを使って自身のサブネットを自動的にアドバ
タイズします。

Cisco Discovery Protocolは、ATM PVCインターフェイス上ではデフォルトでディセーブルになっ
ています。Cisco Discovery Protocolをイネーブルにするには、グローバルコンフィギュレーショ
ンモードで cdprunコマンド、インターフェイスコンフィギュレーションモードで cdpenableコ
マンドを使用します。これは、PVCの両端で行います。ODRをイネーブルにするには、ハブルー
タでグローバルコンフィギュレーションモードで router odrコマンドを使用し、スポークルー
タではすべてのダイナミックルーティングプロトコルをオフにします。ODRの設定の詳細につい
ては、『IP Routing: ODR Configuration Guide』の「Configuring On-Demand Routing」の項を参照し
てください。

IPv6 での Cisco Discovery Protocol のサポート
IPv6でも、CiscoDiscovery Protocolは IPv4の場合と同様に機能し、同じ利点が提供されます。IPv6
の機能拡張により、Cisco Discovery Protocolは IPv6情報およびネイバーアドレッシング情報を交
換できます。この拡張機能は、ネットワーク管理製品およびトラブルシューティングツールにも

IPv6情報を提供します。

Cisco Discovery Protocol の利点
Cisco Discovery Protocolには次の利点があります。

•異なるネットワーク層プロトコルを使用するシステムが相互に学習できるようになります。

•シスコデバイスとその設定状況が検出されることで、デバイスの管理が容易になります。

• Type-Length-Value（TLV）フィールドのトラブルシューティングに役立ちます。

• SNMPエージェントアドレスを学習してSNMPクエリーを送信することにより、SNMPと連
携します。
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Cisco Discovery Protocol バージョン 2 の使用方法

シスコデバイスでの Cisco Discovery Protocol のディセーブル化とイネー
ブル化

サポートされているデバイス上での Cisco Discovery Protocol のディセーブル化

手順の概要

1. enable
2. configureterminal
3. nocdprun
4. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

サポートされているデバイス上でCiscoDiscoveryProtocol
をディセーブルにします。

nocdprun

例：

Device(config)# no cdp run

ステップ 3   

CLIを特権 EXECモードに戻します。end

例：

Device(config)# end

ステップ 4   

Cisco Discovery Protocol コンフィギュレーションガイド
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サポートされているデバイス上での Cisco Discovery Protocol のイネーブル化

手順の概要

1. enable
2. configureterminal
3. cdprun
4. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

サポートされているデバイス上でCiscoDiscovery Protocol
をイネーブルにします。

cdprun

例：

Device(config)# cdp run

ステップ 3   

コンフィギュレーションモードを終了し、特権 EXEC
モードに戻ります。

end

例：

Device(config)# end

ステップ 4   
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サポートされているインターフェイスでの Cisco Discovery Protocol の
ディセーブル化とイネーブル化

サポートされているインターフェイス上での Cisco Discovery Protocol のディセーブ
ル化

インターフェイスのカプセル化を変更すると、CiscoDiscoveryProtocolを事前にディセーブル化し
ていても、そのインターフェイスで Cisco Discovery Protocolが再度イネーブルになります。たと
えばインターフェイスのカプセル化を PPPからハイレベルデータリンク制御（HDLC）に変更す
ると、そのインターフェイスで nocdprunコマンドによって Cisco Discovery Protocolを明示的に
ディセーブル化していても、再度イネーブルになります。この動作は設計によるものです。カプ

セル化により、そのインターフェイスに設定されているレイヤ 2プロトコルが変更されて、イン
ターフェイスコンフィギュレーションが Cisco Discovery Protocolのデフォルト状態であるイネー
ブルにリセットされます。このとき、CiscoDiscoveryProtocolはデバイス上でグローバルにイネー
ブルであると見なされます。

手順の概要

1. enable
2. configureterminal
3. interfacetypenumber [name-tag]
4. nocdpenable
5. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

指定されたインターフェイスを設定し、インターフェイスコ

ンフィギュレーションモードを開始します。

interfacetypenumber [name-tag]

例：

ステップ 3   

Cisco Discovery Protocol コンフィギュレーションガイド
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイス上でCiscoDiscovery Protocolをディセーブル
にします。

nocdpenable

例：

Device(config-if)# no cdp enable

ステップ 4   

インターフェイスのカプセル化を変更すると、Cisco
Discovery Protocolを事前にディセーブル化していて
も、そのインターフェイスでCiscoDiscoveryProtocol
が再度イネーブルになります。

（注）

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config-if)# end

ステップ 5   

例

次の例では、最初に Cisco Discovery Protocolをディセーブルにします。

Device(config)#
Device(config-if)# no ip address

Device(config-if)# shutdown
Device(config-if)# no cdp enable
! Cisco Discovery Protocol is disabled.
Device(config-if)# end

サポートされているインターフェイス上での Cisco Discovery Protocol のイネーブル
化

インターフェイスのカプセル化を変更すると、Cisco Discovery Protocolを事前にディセーブル
化していても、そのインターフェイスで Cisco Discovery Protocolが再度イネーブルになりま
す。

（注）

手順の概要

1. enable
2. configureterminal
3. interfacetypenumber [name-tag]
4. cdpenable
5. end

   Cisco Discovery Protocol コンフィギュレーションガイド
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

指定されたインターフェイスを設定し、CLIをインターフェ
イスコンフィギュレーションモードにします。

interfacetypenumber [name-tag]

例：

Device(config)# interface
Gigabitethernet 1/0/1

ステップ 3   

インターフェイスのカプセル化を変更すると、Cisco
Discovery Protocolを事前にディセーブル化してい
ても、そのインターフェイスで Cisco Discovery
Protocolが再度イネーブルになります。

（注）

インターフェイス上で Cisco Discovery Protocolをイネーブル
にします。

cdpenable

例：

Device(config-if)# cdp enable

ステップ 4   

CLIを特権 EXECモードに戻します。end

例：

Device(config-if)# end

ステップ 5   

送信タイマーと保持時間の設定

Cisco Discovery Protocolの送信周波数と Cisco Discovery Protocolパケットの保持時間を設定するに
は、次の作業を実行します。

Cisco Discovery Protocol コンフィギュレーションガイド
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手順の概要

1. enable
2. configureterminal
3. cdptimerseconds
4. cdpholdtimeseconds
5. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

Cisco Discovery Protocolパケットの送信頻度を指定し
ます。

cdptimerseconds

例：

Device(config)# cdp timer 30

ステップ 3   

受信デバイスが情報を廃棄するまでの保持時間を指

定します。

cdpholdtimeseconds

例：

Device(config)# cdp holdtime 90

ステップ 4   

特権 EXECモードを開始します。end

例：

Device(config)# end

ステップ 5   
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Cisco Discovery Protocol バージョン 2 アドバタイズメントのディセーブ
ル化と再イネーブル化

シスコデバイス上では、CiscoDiscovery Protocolバージョン 2アドバタイズメントのブロードキャ
ストはデフォルトでイネーブルになっています。このブロードキャストをディセーブルまたは再

度イネーブルにするには、次の作業を実行します。

Cisco Discovery Protocol バージョン 2 アドバタイズメントのディセーブル化

手順の概要

1. enable
2. configureterminal
3. nocdpadvertise-v2
4. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

Cisco Discovery Protocolバージョン 2アドバタイズメン
トのブロードキャストをディセーブルにします。

nocdpadvertise-v2

例：

Device(config)# no cdp advertise-v2

ステップ 3   

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config)# end

ステップ 4   

Cisco Discovery Protocol コンフィギュレーションガイド
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Cisco Discovery Protocol バージョン 2 アドバタイズメントのイネーブル化

手順の概要

1. enable
2. configureterminal
3. cdpadvertise-v2
4. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

Cisco Discovery Protocolバージョン 2アドバタイズメン
トのブロードキャストをイネーブルにします。

cdpadvertise-v2

例：

Device(config)# cdp advertise-v2

ステップ 3   

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config)# end

ステップ 4   

Cisco Discovery Protocol のモニタリングとメンテナンス
デバイスで Cisco Discovery Protocolのモニタリングとメンテナンスを行うには、次の作業を実行
します。この作業およびすべての手順は省略可能です。また、手順は任意の順序で実行できます。
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手順の概要

1. enable
2. clearcdpcounters
3. clearcdptable
4. showcdp
5. showcdpentrydevice-name [protocol | version]
6. showcdpinterface [typenumber]
7. showcdpneighbors [typenumber] [detail]
8. showcdptraffic
9. showdebugging

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Cisco Discovery Protocolのトラフィックカウンタを 0にリセッ
トします。

clearcdpcounters

例：

Device# clear cdp counters

ステップ 2   

ネイバーに関する Cisco Discovery Protocol情報を含むテーブル
をクリアします。

clearcdptable

例：

Device# clear cdp table

ステップ 3   

アドバタイズメントの間隔、指定されたポートに対するアドバ

タイズメントの有効期間（秒単位）、アドバタイズメントの

バージョンを表示します。

showcdp

例：

Device# show cdp

ステップ 4   

特定のネイバーに関する情報を表示します。showcdpentrydevice-name [protocol
| version]

ステップ 5   

例：

Device# show cdp entry
test-device protocol

Cisco Discovery Protocol コンフィギュレーションガイド
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目的コマンドまたはアクション

CiscoDiscoveryProtocolがイネーブルになっているインターフェ
イスに関する情報を表示します。

showcdpinterface [typenumber]

例：

Device# show cdp interface

ステップ 6   

検出されたデバイスのタイプ、デバイスの名前、ローカルイ

ンターフェイス（ポート）の番号とタイプ、インターフェイス

showcdpneighbors [typenumber]
[detail]

例：

Device# show cdp neighbors

ステップ 7   

に対する Cisco Discovery Protocolアドバタイズメントの有効期
間（秒数）、デバイスのタイプ、デバイスの製品番号、および

ポート IDを表示します。

• detailキーワードを使用すると、ネイティブ VLAN ID、
デュプレックスモード、およびネイバーデバイスに関連

付けられたVTPドメイン名に関する情報が表示されます。

Cisco Discovery Protocolトラフィックに関する情報（送受信さ
れたパケット数とチェックサムエラー数を含む）を表示しま

す。

showcdptraffic

例：

Device# show cdp traffic

ステップ 8   

デバイスに対してイネーブルになっているデバッグのタイプに

関する情報を表示します。

showdebugging

例：

Device# show debugging

ステップ 9   

Cisco Discovery Protocol バージョン 2 の設定例

例：送信タイマーと保持時間の設定

次の例では、30秒ごとにアップデートを送信するようにタイマーが設定され、アップデートが有
効であることを確認するために showcdpinterfaceコマンドが使用されます。

Device(config)# cdp timer 30
Device(config)# end
Device# show cdp interface

Serial0 is up, line protocol is up
Encapsulation is HDLC
Sending CDP packets every 30 seconds
Holdtime is 180 seconds

   Cisco Discovery Protocol コンフィギュレーションガイド
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次の例では、保持時間が 90秒に設定され、アップデートが有効であることを確認するために
showcdpinterfaceコマンドが使用されます。

Device(config)# cdp holdtime 90
Device(config)# end
Device# show cdp interface

Serial0 is up, line protocol is up
Encapsulation is HDLC
Sending CDP packets every 30 seconds
Holdtime is 90 seconds

例：Cisco Discovery Protocol のモニタリングとメンテナンス
次に、CiscoDiscoveryProtocol情報を表示するために使用できる一連のコマンドの例を示します。

Device# show cdp

Global CDP information:
Sending CDP packets every 60 seconds
Sending a holdtime value of 180 seconds
Sending CDPv2 advertisements is enabled

Device# show cdp neighbors

Capability Codes: R - Router, T - Trans Bridge, B - Source Route Bridge
S - Switch, H - Host, I - IGMP, r - Repeater

Device ID Local Interfce Holdtme Capability Platform Port ID
C2950-1 Fas 0/0 148 S I WS-C2950T-Fas 0/15
RX-SWV.cisco.com Fas 0/1 167 T S WS-C3524-XFas 0/13
Device# show cdp neighbors detail

-------------------------
Device ID: C2950-1
Entry address(es):
Platform: Cisco WS-C2950T-24, Capabilities: Switch IGMP
Interface: FastEthernet0/0, Port ID (outgoing port): FastEthernet0/15
Holdtime : 139 sec
Version :
Cisco IOS C2950 Software (C2950-I6Q4L2-M), Version 12.1(9)EA1, RELEASE SOFTWARE
.
.
.
Device# show cdp traffic

CDP counters :
Total packets output: 81684, Input: 81790
Hdr syntax: 0, Chksum error: 0, Encaps failed: 0
No memory: 0, Invalid packet: 0, Fragmented: 0
CDP version 1 advertisements output: 0, Input: 0
CDP version 2 advertisements output: 81684, Input: 81790

Cisco Discovery Protocol バージョン 2 に関する追加情報

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Command List, All Releases』Cisco IOSコマンド
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http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/mcl/allreleasemcl/all_book.html


マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Cisco Discovery Protocol Command
Reference』

Cisco Discovery Protocolのコマンド

「Configuring SNMP Support」モジュールSNMPサポートの設定タスク

「Configuring On-Demand Routing」の章オンデマンドルーティングの設定タスク

『Cisco IOS Debug Command Reference』debugコマンド

標準

タイトル規格

仮想 LANIEEE 802.1Q

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリー
ス、およびフィーチャセットに関するMIBを
探してダウンロードするには、次の URLにあ
る Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

CISCO-CDP-MIB
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http://www.cisco.com/en/US/partner/docs/ios-xml/ios/cdp/command/cdp-cr-book.html
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http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/debug/command/s1/db-s1-cr-book.html
http://www.cisco.com/go/mibs


シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートWebサイトでは、シスコの
製品やテクノロジーに関するトラブルシュー

ティングにお役立ていただけるように、マニュ

アルやツールをはじめとする豊富なオンライン

リソースを提供しています。

お使いの製品のセキュリティ情報や技術情報を

入手するために、CiscoNotificationService（Field
Noticeからアクセス）、Cisco Technical Services
Newsletter、Really Simple Syndication（RSS）
フィードなどの各種サービスに加入できます。

シスコのサポートWebサイトのツールにアク
セスする際は、Cisco.comのユーザ IDおよびパ
スワードが必要です。

Cisco Discovery Protocol バージョン 2 の機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 2：Cisco Discovery Protocol バージョン 2 の機能情報

機能情報リリース機能名

Cisco Discovery Protocolはシス
コデバイス上で動作し、ネッ

トワーキングアプリケーショ

ンで、直接接続された付近のデ

バイスに関して学習できるよう

にする、メディア独立型かつ

ネットワーク独立型のレイヤ 2
プロトコルです。このプロトコ

ルにより、シスコデバイスの

管理が容易になり、異なるネッ

トワーク層プロトコルを使用す

るシステムは相互に学習できる

ようになります。

Cisco Discovery Protocolバー
ジョン 2
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